
インフラ・生活インフラの整備など、多様な分野での
支援を組み合わせて行うことが必要となります。
　JICAは農村振興の取り組みとして、地方行政機関
が農村住民の参加を得ながら開発計画を策定していく
仕組みづくり支援や、農村コミュニティが収入向上や
生活改善の取り組みを行うための実施体制の構築、農
産物の流通・販売の改善などを支援しています。
　JICAは、フィリピンで進められている農地改革に
おいて新たに農地を取得した農民を支援するため、受
益農民で構成されるコミュニティ（ARC）を対象に、
インフラ（灌漑施設・収穫後処理施設・市場へのアク
セス道路等）の整備および農協、水利組合の強化を通
じて、農地生産性の改善と農家の所得向上を一体的に
図る有償資金協力を10年以上にわたり実施していま
す。また、エジプトにおいては、上エジプト地域の小
規模農家を対象に、市場の情報・ニーズに基づく農産
品・品種の導入・出荷、収穫後の品質管理、加工によ
る付加価値向上に向けた支援を行い、これを通じて農
村振興を図るための活動計画（マスタープラン）づくり
に取り組んでいます。

はこうした多様な問題に対応すべく、食料や農業生産
資材の供与等を通じた短期的な支援、灌漑整備や技術
開発、普及を通じた中長期的な生産性向上、バリュー
チェーン※の整備を通じた流通改善、食料生産と競合
しないバイオマスエネルギーの開発、備蓄体制や農業
統計の強化などに取り組んでいます。
　JICAは農業生産拡大のポテンシャルが高いモザン
ビークの熱帯サバンナ地域において、同じく熱帯サバ
ンナであるセラードの開発を通じて世界有数の農産物
輸出国となったブラジルとの三角協力を実施していま
す。この協力を通じ、小規模農家の貧困削減と国内食
料問題の低減を図るとともに、中・大規模農家による
国際市場への供給拡大を支援することで国際的な食料
安全保障に貢献すべく取り組みを進めています。
３. 活力ある農村の振興
　貧困問題への対応としての農村開発は、農業生産の
拡大や食料の安定した供給を基盤としつつ、農村経済
の発展とそこに住む人々の生活レベル向上の観点から
農村社会の変化、すなわち、農村の振興を目指すもの
といえます。このためには、生産性向上にとどまらず、
流通・マーケティングを含めた農家経営の改善や、農
業分野の枠を超えて、地方行政機能の強化、教育や保
健サービスの充実、生活道路や飲料水確保などの農村

　JICAは、サブサハラ・アフリカにお
けるコメ生産の倍増を目指すCARDイ
ニシアティブの下、世界銀行、アフリカ
開発銀行、国際稲研究所（IRRI）等と連
携しながら、域内23カ国の稲作開発
戦略（NRDS）の作成支援や、各ドナー
間の事業間連携の強化を図っています。

トハーベスト、マーケティングなどを支
援しています。また、モザンビークでの
ベトナムとの連携事業、国際稲研究所

（IRRI）におけるアフリカの研究者の研修
プログラム開設など、新しい取り組みを
展開しています。
　現在CARDイニシア
ティブは、①各国の農業
分野での投資計画（アフ
リカ農業総合開発戦略※）
とNRDSにおける策定支
援、②民間企業の稲作開
発への投資促進、③アジ
ア諸国をはじめとする多
様な支援国・機関の参画
に焦点を置き、各国にお
ける事業の連携を強化し、

新しい形の連携事業も
　アフリカ緑の革命のための同盟（AGRA）
のナイロビ本部に設けられたCARD事
務局に、JICAは専門家を２人派遣して
います。JICAは、稲作開発の実態把握
と体系的な開発戦略の策定、国内ステー
クホルダーの参加促進等を支援する
CARD事務局の活動に参加しつつ、生産
基盤整備（灌漑開発、圃場整備、灌漑技
術者育成など）、稲作技術の普及、ポス

域内の共通課題に関して議論の場を提供
しています。
　2011年11月にはウガンダで第4回本
会合が予定されており、イニシアティブ
発足後3年間の成果について議論がなさ
れます。

各国の稲作開発計画の策定と連携強化に向けて

事例 アフリカ稲作振興のための共同体（CARD）イニシアティブ

2010年5月にタンザニア・アルーシャで開催した第3回CARD本会合

※　アフリカ農業総合開発戦略（CAADP）は、各国予算の10％以上を農業部門に振り向けるべきとしている。

※　生産→加工→販売→消費→廃棄処分までの各段階に携わる者が、その活動により最大
の価値を得る連鎖のことを意味する。（Kaplinsky, R. (1999). Journal of Develop-
ment Studies 37(2): 117-146. Kaplinsky, R. and M. Morris (2001). A Handbook 
for Value Chain Research, Institute of Development Studies, University of Sus-
sex）和訳は「価値連鎖」。
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